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「教育のつどい大阪２０２２」は、教職員や学校関係者だけでなく広くつながろうと、実行委員会で準備

を進めてきました。 

 平和が脅かされる国際情勢。地球規模での環境問題。競争と管理の社会で苦しむ人々。進む ICT 社会。

福祉の切り捨て・貧困問題にみえる社会不安・・深刻な問題が目の前にみえます。 

「教育のつどい大阪２０２２」に集まり、教育を通して今のこと、未来のことを一緒に考えましょう。 

 

        「教育のつどい大阪 2022」実行委員長メッセージ 

 

このコロナ渦の中、子どもの未来に思いをはせ、多方面で活躍されている皆さん、この度、教

育者であり、土佐町議会議員でもある鈴木大裕さんを呼んで「教育のつどい大阪 2022」を開

催することになりました。 

不登校やひきこもりのみならず、子どものうつ病、ヤングケアラー、子どもの貧困等々、子ど

もを取りまく状況はかなり深刻です。 

「教育のつどい」ですが、未来を背負う子どもたちが生き生きと未来を語れる、そんな環境に

するにはどうすればよいか、学校教育や教職員だけの問題にするのでなく、鈴木大裕さん囲んで

世界的な視野で、私たちみんなで考えていきたいと思います。是非とも多くの方たちの参加を呼

びかけます。 

 

             障害児者を守る豊中連絡協議会 代表幹事 

          社会福祉法人豊中きらら福祉会 理事長  宮﨑知代 

 

＜実行委員会を構成する団体よりメッセージ＞ 

豊中障連協(障害児・者を守る豊中連絡協議会 

 私たち豊中障連協は、身近な地域で障害者・家族・その関係者が、実情・悩み・要求を出し合って話し合い

解決をはかっています。年に一回豊中市との懇談会を開催し、願いや要求を要望書にまとめ当事者・家族と共

に声を上げて思いを訴えています。 

相談会の実施、発達保障を学ぶ会や障害者登山にも取り組んでいます。他団体との連携を行いながら、より

良い社会を目指す運動を行っていますので、よろしくお願い致します。    (萩原歩美) 

         

NPO法人『教育相談おおさか』 

近年、不登校の相談が大幅に増えています。コロナ休校のあとの電話相談も大きな反響がありました。文科

省の見解は「不登校は親、子どもの問題」ですが、子どもの 7 割は学校に原因があると思っています。 

このまま公教育の崩壊がすすむと、不登校や社会的ひきこもりの問題もますます学校と切り離されたところ

で対応されることになります。現場の教職員とつながり、一緒に不登校のことを考えていきましょう。 

（斎藤早百合） 

 



大阪府立障害児学校教職員組合 

「豊能地域にある豊中支援学校は、府下で最大の児童生徒数となりました。支援学校は「過大・過密」が深刻

となり、文科省の教室不足調査では全国ワースト１です。大障教は、今年度も「府内各地域に知的障がい支援

学校の整備を求める請願」署名に取り組んでいます。子どもたちが安心して通えて学べる学校を一緒につくっ

ていきましょう。」（荒谷美里） 

 

大阪教文センター 

学校の ICT 化により、成績などの個人のデータ情報の集積がねらわれています。このことについては企業

と包括連携協定が結ばれていることの問題点があまり知られていません。教文センターでは『GIGA スクール

構想』についての本を発行し、問題点を明らかにしています。（熊崎聡） 

 

豊中退職教職員の会 

政府が安倍元首相の国葬をあっという間に決めたことに驚いています。7 月 12 日の葬儀の日には富田林

市教育委員会は半旗を掲げるように指示しました。国葬について、学校への半旗の強要や弔意の押しつけがあ

ってはならないことです。 

維新政治の“成果主義”を日々感じます。効率を求める成果主義で子どもたちは健全に育ちません。 

（奥村登志美） 

 

新日本婦人の会豊中支部 

「教育のつどい大阪」に期待すること 

公教育の問題で実感していることは、教員不足です。私の子どもも担任がいない状況に陥ったことがあり、

施策の誤りで皺寄せを受けるのは子どもたちだと身をもって実感しています。豊中では小中一貫校計画が進

み、同じ市内の子どもたちの間の教育に格差が生まれることは目に見えています。 

鈴木さんには小中一貫校がもたらす弊害を住民に広く知ってもらい、運動を大きくする方法を話してもら

いたいです。  

        

豊中総合法律事務所 

子どもの虐待や「いじめ」問題が後を絶ちません。法律面での整備も進んできましたが、教職員や保護者が

疲弊していては問題は解決しません。国として、すべての子どもを大切にする方向に舵を取らなければなりま

せん。 

「憲法」と「こどもの権利条約」の精神が生きる教育の実現をともに考える機会にしましょう。 

全体会 2022 年 9 月 19 日（月・祝） アゼリア小ホール（池田）（本日） 

記念講演：鈴木 大裕さん（土佐町議会議員 教育研究者） 

        「公教育の危機―子どものための教育をとりもどそう――」 

 文化行事：〈沖縄とともに〉沖縄舞踊『エイサー』 朗読と歌『おきなわ島の声』 劇『AI 学園』 

※17:00～18:00 特別企画「鈴木大佑さんとの交流会（記念講演の質疑を含む）」 

池田市立カルチャープラザ 交流室にて 

分科会 11 月 12 日（土）教科別分科会 豊中市立大池小学校 

11 月 19 日（土）問題別分科会 豊中市立大池小学校 


